
 

 

千葉県では、大規模災害時に福祉の専門職が避難所等で災害時要配慮者に支援を行う「災

害福祉支援チーム（ＤＷＡＴ）」の派遣体制の整備を進めており、本会は、千葉県と共同で

この事務局を担い、チーム員に対する 3種の研修を実施しています。 

7月 5日には、京都府ＤＷＡＴに所属し、数々の都道府県ＤＷＡＴの育成研修にも携わっ

ている華頂短期大学教授の武田康晴氏、ぐんまＤＷＡＴの鈴木伸明氏、南川基治氏を講師と

して先遣チーム員を養成するための研修を実施しました。 

先遣チームは、本体チームに先んじて現地に入り、避難所内や周辺環境の状況を把握する

とともに、本体チームが円滑に活動できるよう土台をつくります。研修では、武田氏が先遣

チーム員に求められる役割等について、鈴木氏、南川氏からは、ぐんまＤＷＡＴの先遣チー

ムが過去の災害時に行った支援の状況等について講義いただきました。 

さらに講義に続く演習では、実際に避難所に行った際に自分がどのような支援をするこ

とができるのか、自分だけでは対応が難しい場合にはどのような専門職の力が必要か等に

ついてグループワークを行いました。 

千葉県ＤＷＡＴのチーム員の養成状況は、登録時研修修了者が 323名、リーダー等養成研

修修了者が 76名、先遣チーム員養成研修修了者が今回の修了者 25名を含めて 49名という

状況です（R4.7.7現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先：福祉施設経営支援班 Tel 043-245-2940】 

 

 

 

 

千葉県災害福祉支援チーム（ＤＷＡＴ）先遣チーム員養成研修を実施しました 

 

 

  

ぐんまＤＷＡＴ 

南川基治氏（左）と鈴木伸明氏（右） 

グループワークの様子 


